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 また、『続高僧伝』巻 26 僧昕伝に、僧昕が慧遠に師事
して「十地」「涅槃」を学びその教えのおおもとを窮め
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同像。云何可見、而復講説乎。」（大正蔵 45 巻、p122 下）真
の法身が目で捉えられるものであるかどうかについての問い
かけになっていると思われる。 













（大正蔵 52 巻、p3 上）沙門が妻子を捨て財産を捨てて出家する
のは、はなはだ孝に悖るのではないかとする問いに対し、仏教側
に立つ牟子は、妻子や財産は、世の中の余り物であり、沙門は道
の奥深いところを究めて、妻子や財物に対する欲望に代えるのだ、
と述べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－ 53 －
